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 土木学会特別上級技術者、土木学
会上級技術者又は土木学会１級技術
者
 ㈳全日本建設技術協会による公共
工事品質確保技術者又は公共工事
品質確保技術者
 ＲＣＣＭ又はＲＣＣＭと同等の能
力を有する者（技術士部門と同様の
建設部門に限る）
 APEC Engineer（Civil）
 ～と同等以上の資格を有する
と認められる者

２）経験 ＴＯＥＩＣのスコアが650点
以上を有すること（その他十分な英語
によるコミュニケーション能力を証明
できる資格でも可）、海外（英語圏又
は主たる言語として英語を用い業務を
実施した国）における２年間以上の延
べ滞在実績を有すること、又は、英語
圏において４年制大学の学位を取得し
ていること。
３）実績 上記３）に同じ。
 配置予定主任技術者（環境） 配置予
定主任技術者（環境）については、次の
１）から３）に示す条件をすべて満たす
者である。
１）資格 次のいずれかを有する。
 技術士（（総合技術監理部門：環境
部門関連科目）、（環境部門）、（衛生工
学部門）又は（建設部門：建設環境
科目））
 ＲＣＣＭ又はＲＣＣＭと同等の能
力を有する者（建設環境部門に限る）
 技術士補（環境部門）
 LEED AP（Building Design and
Construction）

 ～と同等以上の資格を有する
と認められる者

２）経験 上記２）に同じ。
３）実績 平成18年４月１日から入札公
告日までに完了又は引渡しが完了した
業務のうち、次に示す同種又は類似業
務においての経験を有する。（原則とし
て、着手時から完了時まで従事してい
る業務とする。）

 同種業務：日本国内外における環
境影響評価業務（準備
書及び評価書作成業
務）

 類似業務：日本国内外における環
境影響評価業務に関す
るコンサルタント業務

なお、当該実績が平成16年４月１日
以降に契約した地方防衛局等の発注し
た業務に係るものにあっては、評定点
が65点未満のものを除く。

 配置予定担当技術者（建築、電気、機
械） 配置予定担当技術者（建築、電気、
機械）については、次の１）、及び２）
に示す条件をすべて満たす者である。
１）経験
 次のいずれかを有する。
・大学卒業後５年以上、短大・高専
卒業後８年以上、高校卒業後11年
以上の実務経験の能力を有する者
・公共建築工事標準仕様書（・建築
工事編・電気設備工事編・機械設
備工事編）（国土交通大臣官房官庁
営繕部監修）又はそれに準ずる仕
様書を適用した工事の工事監理を
実施した経験を有する者

 ＲＣＣＭ又はＲＣＣＭと同等の能
力を有する者（技術士部門と同様の
建設部門に限る）
 「管理技術者に必要とされる同種
業務の実績」と同様の実務経験が１
年以上の者
 公共工事の発注者（※１）として
技術的実務経験（※２）が10年以上
の者
 APEC Engineer（Civil）
 ～と同等以上と認められる者
※１「公共工事の発注者」とは、国、
都道府県、地方公共団体等で職員
として従事したことをいう。

※２「技術的実務経験」とは、工事に
係る設計・積算・工事監督等の実
務経験をいう。

２）経験 上記２）に同じ。
３）実績 上記３）に同じ。
 配置予定担当技術者（環境） 配置予
定担当技術者（環境）については、次の
１）から３）に示す条件を満たす者であ
る。
１）資格 次のいずれかを有する。
 技術士（（総合技術監理部門：環境
部門関連科目）、（環境部門）、（衛生工
学部門）又は（建設部門：建設環境
科目））
 ＲＣＣＭ又はＲＣＣＭと同等の能
力を有する者（建設環境部門に限る）
 技術士補（環境部門）
 LEED AP（Building Design and
Construction）

 ～と同等以上の資格を有する
と認められる者

２）経験 上記２）に同じ。
３）実績 上記３）に同じ。
 配置予定技術員（建築、電気、機械、
土木、環境） 配置予定技術員（建築、
電気、機械、土木、環境）については、
２年以上の実務経験を有する者とする。

ク 都道府県警察から暴力団関係業者として
防衛省が発注する工事等から排除するよう
要請があり、当該状態が継続している有資
格者でないこと。
ケ 労働保険、厚生年金保険等の適用を受け
ている場合、保険料等の滞納がないこと。

 共同体 に掲げる条件を満たしている者
により構成されている共同体であって、「競争
参加者の資格に関する公示」（平成28年12月22
日付支出負担行為担当官 防衛省大臣官房会
計課会計管理官）に示すところにより防衛省
競争参加資格において平成29年度在沖米海兵
隊グアム移転に関する真水事業に係るモニタ
リング補助業務に係る共同体としての競争参
加の資格（以下「共同体としての資格」とい
う。）の通知を受けている者であること。

３ 総合評価に関する事項
 評価項目 本業務の評価項目は、次のアか
らオと価格を総合的に評価して落札者を決定
するものとし、詳細は入札説明書による。
ア 企業の実績及び能力（共同体としての実
績は、構成員として分担した業務実績とす
る。）
イ 配置予定管理技術者の経験及び能力
ウ 配置予定主任・担当技術者の経験
エ 業務の実施方針・実施フロー・工程計画
・その他
オ 評価テーマに対する技術提案
 総合評価の方法
ア 評価値の算出方法 価格と価格以外の要
素がもたらす総合評価は、「価格評価点」と
「技術評価点」の合計を評価値（以下「評
価値」という。）として付与する。
イ 価格評価点の算出方法 価格評価点の満
点は20点とし、算出方法は以下のとおりと
する。
価格評価点＝20点×（１－入札価格／予定
価格）

 ＴＯＥＩＣのスコアが650点以上
を有すること（その他十分な英語に
よるコミュニケーション能力を証明
できる資格でも可）、海外（英語圏
又は主たる言語として英語を用い業
務を実施した国）における２年間以
上の延べ滞在実績を有すること、又
は、英語圏において４年制大学の学
位を取得していること。

２）実績 上記３）に同じ。
 配置予定担当技術者（土木） 配置予
定担当技術者（土木）については、次の
１）から３）に示す条件をすべて満たす
者である。
１）資格・経験 次のいずれかを有す
る。
 技術士（（総合技術監理部門：建設
部門関連科目）又は（建設部門））、
技術士補（建設部門）

 一級土木施工管理技士又は二級土
木施工管理技士
 土木学会特別上級技術者、土木学
会上級技術者、土木学会１級技術者
又は土木学会２級技術者
 ㈳全日本建設技術協会による公共
工事品質確保技術者又は公共工事
品質確保技術者





		2016-12-21T15:15:24+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




